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花揮明俊 ･小松英彦 (岡崎研 ･生理研)
テクスチャーは物体表面の摩損や材質についての情
報源となる重要な視覚属性である｡テクスチャーは,そ
の要素の形や大きさ,配置,密度などによって特徴づけ
られる｡テクスチャーを視覚刺激とし,要素の大きさや
密度に対する感受性をマカクザル V4野神経細胞におい
て調べた｡V4野神経細胞はテクスチャーの要素サイズ,
密度に選択性を示した｡同時に正弦波格子に対する応答
を調べたところ,大きな応答を示すものもあったが,ほ
とんど応答しないものもあった｡このような正弦波格子
に対する応答性は,V4や神経細胞のテクスチャー感受性
が軸純な空間周波数フィルターでは説明できないことを
示している｡Vlに存在するような,周辺抑制を持つ空間
周波数フィルター出力を加算するモデルを構築し,応答
のシュミレー ションを行ったところ,V4野神経細胞のテ
クスチャーおよび正弦波格子に対する応答をよく再現で
きた｡推定された周辺抑制の強度は,弱いものから強い
ものまで様々であった｡この結果は,要素サイズや密度
といったテクスチャーの特徴抽出が V4野で行われてい
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